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取扱説明書
シリアルコマンド変換・分配機（MFP-RS-CONT-01）

この度はカナレシリアルコマンド変換・分配機をお買い求め頂きありがとうございます。
ご使用前にこの説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。
また、お読みになった後もいつもご覧頂けるように大切に保管してください。

■製品概要
本機は、MFPサイズで、外部機器からのRS-232Cコマンド変換・分配機です。アナライザ機能もあり、既設の制御システムとの連携に役立ちます。

■付属品をご確認ください。

取扱説明書   ・・・・・・・・・・・・・・・・・１部
ＡＣアダプタ   ・・・・・・・・・・・・・・・・１個
ブロックコネクタ９Ｐ・・・・・・・・・・・・・１個
取付ねじ（M３×６）・・・・・・・・・・・・・４本

❶ 筐体
シリアルコマンド変換機本体を表します。

❷ 状態表示部
電源、通信状態を表示します。

❸ 設定用スイッチ１
コマンド変換、マルチサプレッサーを選定、設定できます。

❹ 設定用スイッチ２
運用、リセット、設定を選定、設定できます。

❺ 設定用USBコネクタ
設定変更時のPCと接続の為のUSBコネクタ

❻ 外部接続端子コネクタ［制御入出力］
（コネクタ式端子台９ピン）
映像表示装置と(RS-232C)接続します。

➐ DC5V電源コネクタ
ACアダプタと接続します。

【外部制御端子の機能】

■適合線材（７ピン外部制御入出力端子）
・適合線材：AWG25－16
・単 線：0.14㎟～1.5㎟
・よ り  線：0.08㎟～0.75㎟

■線材のむきしろ
〔単線、より線〕

●重要
より線を使用するときは、むきしろ部分に半田めっきをしないでください。
経年変化などで接触不良が発生する可能性があります。

１

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重症を負う可能性が想定される内容である事を示します。

誤った取り扱いをすると、人が怪我をしたり物的な損害を負う可能性が想定される内容である事を示します。

警告

注意

注意

警告

■配線手順
１．各端子からヘッダーを取り外します。
２．取り外したヘッダーのねじをゆるめて、ケーブル挿し込み口を閉じている金具を広げます。
３．ヘッダーに先端を加工した線材を挿入します。
４．ねじを締め、線材が抜けないことを確認します。

外部制御入出力端子
ねじの締め付けトルク： 0.22 N･m～0.25 N･m｛2.2 kgf･cm～2.5 kgf･cm｝
ドライバーは刃先端が2.5 mmのマイナスドライバーを使用します。

5. 線材を接続したヘッダーを端子に取り付けます。
本機背面の端子には、工場出荷時点で
ヘッダーが取り付けられています。

■免責について

弊社はいかなる場合でも以下に関して一切の責任を負わないものとします。
① 本商品に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊、または結果的損害・被害
② お客様の誤使用や不注意による障害または本商品の破損など不便・損害・被害
③ お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどうかにかかわらず、発生した一切の故障または不具合
④ 本商品の故障・不具合および設定・設置の誤りを含む何らかの理由または原因により、使用できないことで被る不便・損害・被害
➄ 取付方法の不備など、本商品の不良によるもの以外の事故に対する不便・損害・被害
⑥シリアルコマンド変換を組み込んだシステムは、一定の確率で誤動作や故障が生じる場合があります。 
万が一、かかる誤動作や故障が生じた場合であっても、人の生命、身体、財産への危険又は損害が生じないように、お客様の責任において
フェールセーフ設計など安全対策をお願い致します。

■安全上の注意
この取扱説明書の表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。
次のことを必ずお守りください。
表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、以下のような表示で区分し、説明しています。

■本製品の分解、改造、修理を絶対にしないでください。

■水分や湿気が多い場所や、漏電・漏水の危険がある場所では、本製品を使用しないでください。

■振動する場所、不安定な場所に設置しないでください。

■温度や湿度の高い場所、ほこりや油煙の多い所では使用しないでください。

感電の原因となることがあります。
内部の点検や清掃・修理・調整はお買い求めの販売店にお問合せください。

故障の原因になります。

故障の原因になります。また、転倒したり、落下して、けがの原因になります。

直射日光の当たる場所や熱器具の近く、加湿器の近く、ほこりや油煙の多い場所などには設置しないでください。
故障の原因になることがあります。
本機をご使用の際は、本機の使用温度範囲をお守りください。

■シリアル通信規格「EIA-232-E」に準じない機器使用しないでください。
特殊なプロトコル、受信データ信号の問題で対応しない機器もありますのでご注意ください。

■設定方法

① コマンド変換（分配）設定
設定の矢印を“０"に設定します。

[設定用スイッチ１] 

② マルチプレクサ（１対２）設定
設定の矢印を“１"に設定します。

③ マルチプレクサ（２対１）設定
設定の矢印を“２"に設定します。

① 運用設定
設定の矢印を“０"に設定します。

[設定用スイッチ2] 

② リセット設定
設定の矢印を“１"に設定します。

③ 設定
設定の矢印を“２"に設定します。

設定用ｽｲｯﾁ1 設定用ｽｲｯﾁ2 

■設置

・ＭＦＰシリーズは、ＥＩＡコネクタパネルや各種フレームなどに取り付けられるシリアルコマンド変換・分配機です。
※接続図をご覧ください。

・システムの変更や改修時にもプレートの取り替えだけで対応できます。
・ 付属のねじ（2本）を使って、ＥＩＡコネクタパネルや各種フレームなどに取り付けます。

２

接続例

AVコントロールパネル

マトリックススイッチャー

マルチスイッチャー

受信 ①
送
信

受信 ②

DC5V入力端子
ACアダプタ用

外部制御端子
RS9P

ピン 区分 機 能 備 考

1（RXD）

Ａ

RXD（受信データ） RS-232C（RXD）を接続します。

2（TXD） TXD（送信データ） RS-232C（TXD）を接続します。

3（GND） GND（信号グランド） RS-232C（GND）を接続します。

4（RXD）

Ｂ

RXD（受信データ） RS-232C（RXD）を接続します。

5（TXD） TXD（送信データ） RS-232C（TXD）を接続します。

6（GND） GND（信号グランド） RS-232C（GND）を接続します。

7（RXD）

Ｃ

RXD（受信データ） RS-232C（RXD）を接続します。

8（TXD） TXD（送信データ） RS-232C（TXD）を接続します。

9（GND） GND（信号グランド） RS-232C（GND）を接続します。



■設定アプリについて

本機は、設定アプリにて設定を行います。当社ホームページURL：https://www.canare.co.jp/csw/mfp/m_sw/m_sw.html#2al085
よりダウンロードできます。
Window10/11にて動作確認をしております。

設定方法
①本機にACアダプタを接続してからUSBケーブルでPCと接続します。

 接続するとご使用のPCがUSBシリアル変換デバイスドライバの認識を始めます。
 もし認識に失敗した場合は、USBシリアル変換デバイスドライバを当社ホームページよりダウンロードし、インストールしてから
再度USB ケーブルの抜き挿しをしてください。

② シリアル変換・分配機 設定アプリ.exe"をダブルクリックし起動してください。
③ 設定用・モニター用の通信ポート設定を行ってください。

 各USBポート番号確認は、デバイスマネージャーで確認できます。
 ※通信モニター確認をする場合RS-232C/USB変換ケーブルが必要です。

④ 設定アプリ設定項目の設定を行い、登録ボタンにて設定データを書き込みます。

【受信側・送信側 (通信設定)】
➊ 受信側
（RS-232C通信設定）

➋ 送信側１
（RS-232C通信設定）  
➌ 送信側２

（RS-232C通信設定）
➍ 設定書込み
➎ 応答遅延タイマー設定    

➏ 重複コマンドカード
タイマー設定

➐ 受信終了データ有効設定  

➑ 受信終了データ登録     
❾ ロータリーSW設定内容

【コマンド確認（「コマンド受信側」「送信側１・２」「応答コマンド」）】
➊ コマンド受信番号選択
➋ コマンド確認ボタン

➌ コマンド受信
（ASCIIコード、16進数コマンド表示）
➍ 送信側１

（ASCIIコード、16進数コマンド表示）   
➎ 送信側２
（ASCIIコード、16進数コマンド表示）

➏ 応答コマンド
（ASCIIコード、16進数コマンド表示

➊➋

➌

➏

➍

➎

製品に関するお問合せは

www.canare.co.jp
製品の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがございます。あらかじめご了承ください。
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【受信側・送信側 (コマンド登録)】
➊ 設定項目の選択
➋ 通信ポート設定

➌ 本体から設定読出し
➍ 設定書込み
➎ ファームウｪアのVer表示   

➏ 受信側コマンド登録
➐ アナライザON  
➑ 編集機能

❾ 送信側１コマンド登録
❿ 送信側２コマンド登録  
⓫ 応答コマンド登録  

⓬ 工場出荷状態

➊

➏ ❾

➋ ➎

➍

❾ ➏ 

⓬ 

➌❿ ⓫

➐

➑

ダブルクリック
➏ ❾

➊ ➋ ➌

➍

➎ ➏ ➐ ➑❾

アナライザ機能受信準備画面

取り込みデータ

・数字のボタン押しますと
ボタンが(黄色)変わり
データ取り込み準備状態です。

・取り込みたい機器のデータを
送信してください。

アナライザ機能で受信完了画面
【アナライザ機能】

【マルチサプレクサ機能 (1対2)】

制御機器1

制御機器2

RS-232C-B

RS-232C-C

シリアルコマンド変換・分配機

❶ 制御PCから 送信するときは時局番号+コロン(コマンド) 
リータンのフォーマットで送信すること。

❷ 制御機器から応答が有る場合はシリアルコマンド変換・分配側で
時局番号+コロン(応答コマンド)リータンのフォーマットで返信される。

制御用PC

RS-232C-A

コマンド
@SSW1

マルチスイッチャー

マトリックススイッチャーコマンド
１:@SSW1

コマンド
2:@SSW2

コマンド
@SSW2

❶ 制御PCから 送信するときは(コマンド)リータンのフォーマットで
 送信すること。

❷ 制御機器から応答が有る場合はシリアルコマンド変換・分配側から
(応答コマンド)リータンのフォーマットで返信される。

【マルチサプレクサ機能 (2対1)】

コマンド
@SSW1

コマンド
@SSW2

コマンド
@SSW1

制御用PC1

制御機器
マトリックススイッチャー

コマンド
@SSW2

RS-232C-B

RS-232C-C

シリアルコマンド変換・分配機

RS-232C-A

制御用PC2

USBコネクタ
設定用PC

USB接続

シリアルコマンド変換・分配機【本機とPCのUSBケーブル接続図】

設定スイッチ
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